
大都市周辺都市群の研究

一埼玉県浦和市を中心として一

直　池　美千世

冠．　研究の目的

　高度経済成長に伴って，昭和30年代以降，わが

国の大都市は急速に発展し，著しい人口の増加が

みられた．それは大都市内の変化にとどまらず，

周辺地域の都市化を引き起こした．

　東京大都市圏においては，千代田区，中央区，

港区の都心3区を中心に，周辺区部，東京都下の

市町村，神奈川県，埼玉県，千葉県へと都市化の

波は押し寄せ，近年はさらに，茨城県，栃木県に

まで及びつつある．

　東京都の北に隣接する埼玉県は，西部の山間部

を除くほぼ全域がこの巨大都市圏にふくまれ，東

京という大都市の周辺地域となっている。市の数

が39と全国で最も多いこと，そのいずれも人口40

万人未満の中小規模であること，県庁所在都市浦

和市の卓越性も弱い，といった埼玉県の都市群の

特色は，東京という大都市の存在と無関係ではあ

り得ない，すな：わち，埼玉県の都市群のほとんど

が東京大都市圏の一部となっており，東京の影響

を強くうけているためと考えられる．

　そこで，この論文においては，大都市周辺都市

群の一例として，埼玉県の都市群を取り上げ，東

京という大都市との関係から，まず東京大都市圏

の地域構造を明らかにしたうえで，埼玉県の都市

群の特色を解明することを目的とする．

2．　研究の：方法

　初めに都市の数や規模，県庁所在都市の卓越性

といった点における埼玉県の都市町の特色を，他

の都道府県との比較によって，統計数値から裏付

ける．

　次に，東京大都市圏における中心地を都区部全

体とし，都区部への通勤率5％以上の市町村を分

析対象として，地域の社会，経済的属性を示す30

の指標を用いて主成分分析，クラスター分析を行

い，等質地域の設定を通じて，東京大都市圏の地

域構造を明らかにする．

　そして，そこで明らかになった東京大都市圏に

おける浦和市をはじめとする埼玉県の都市群の特

色について考察をすすめる．特に県庁所在都市浦

和市については，その性格，機能の特色，卓越性

の弱さを明らかにするために，大宮市との関係に

重点をおきながら，人口規模の類似した諸都市と

比較を行う．

3。　研究の結果

（1）都市の数，規模と県庁所在都市の卓越性

　埼玉県は東京の郊外住宅地として，高度経済成

長期以降の人口の増加が著しく，高い人口増加率

に支えられて町が市に昇格するというかたちで市

の数が増え続け，昭和55年には39市を数え，日本

で最も多くの市を有する県となった．しかし，39

市の大半は面積も小さく人口も5～10万人程度の

小規模な都市であり，県内で最も人口の多い川口

市でさえも40万人未満にすぎない．つまり，埼玉

県の都市群は，市の数こそ多いがいずれも中小規

模で卓越する大都市は存在しない，という特色を

持つ，

　人口規模からみた県庁所在都市浦和の卓越性は

全国でも有数の弱さをみせ，特に県の人口に対す

る県庁所在都市人口の比の値は全国で最：低である．

そして，さらに年々卓越性が弱まる傾向にある．

（2）東京大都市圏における位置付け

　（工）で述べたような特色をもつ埼玉県の都市群を

東京大都市圏の中で位置付けるために，東京大都

市圏の地域構造を分析すると，住民の社会階層と

都市化の進展の相違によって，郊外地域と周辺地

域の2つに大きく分けられ，同心円構造とセクタ

ー構造を組合せた構造になっている．すなわち，

郊外地域の外周をとりまく形で周辺地域が分布す

ると考えられるが，早くから都市化の進んだ西郊，
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南郊には周辺地域がみられず，北郊と東郊にのみ

周辺地域が分布しているのである．さらに，地域

の産業活動や住民の社会階層の相違から，郊外地

域は，住宅地域，高級住宅地域，工業地域，地方

中心地域に分けることができる（表1，図1，図

2参照）．

表1　成分と成分負荷量

1 2 3 4 5 6

　1人　　　口

2　DID人口率
3人口増加率（ユ970－75）

4人口増加率（1975－80）

5．年少人口指数

6老年人口指数

7短大・大学卒業者率

8昭和45年以降入居者率

9核家族率
ユ0持家率
11普通世帯1人当り畳数

ユ2東京23区への通勤者率

13　自市町村内就業者率

14　昼夜間就業者率

15第2種兼業農家率

16第1次産業就業者率

17建設業就業者率
ユ8．製造業就業者率

ユ9卸売・小売業就業者率

20運輸・通信業就業者率

21サービス業就業者率

22公務就業者率

23第2次産業就業者増加率

24第3次産業就業者増加率

25雇用者率
26　自営業主率

27　ユ人当り製造品出荷三等

28　ユ人当り卸売業販売額

29　1人当り小売業販売額

30東京までの時間
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　こうした地域構造をもつ東京大都市圏における

埼玉県の都市群の位置付けをまとめると，県北部

は都市とはいっても非都市的な特性の強い周辺農

業地域，県南の諸市は，郊外地域に位置付けられ

る．そして，郊外地域の内部で，戸田市と八潮市

は工業地域，浦和市と大宮市は地方中心地域とし

て位置付けられ，その他の都市はみな住宅地域と

なっており，埼玉県には高級住宅地域と位置付け

られる都市が存在しな：い．

　これら都市群の中心的都市である浦和市と大宮

市では，住民の属性を重視した分析では浦和市の

中心性が高く評価され，地：域の経済的属性を重視

した分析においては大宮市の中心性が高まる，と

いう性格の相違がみられた．つまり，住民の属性

を重視すると浦和市が千葉市，横浜市と並ぶ地方

中心地域に位置付けられるが，経済的属性を重視

すると浦和市ではなく大宮市が千葉市，横浜市と

同じ地方中心地域に位置付けられることになり，

浦和市の経済機能の弱さが明らかにされている．

（3）県庁所在都市，浦和市の性格と機能

　浦和，大宮両市の性格，機能を，人口規模の類

似した他の都市との比較によってとらえると，浦

和市は行政機能と文化，教育機能に特化している

が，県庁所在都市としては他の経済機能が著しく

劣っており，他の衛星都市並みにすぎない．一方

住民の社会階層はかなり高く，居住環境の良い比

較的高級な住宅都市という側面をもつ．大宮市は

経済機能では浦和市に優っており，中でも商業機

能に特化し，県下一の商業都市となっている．す

なわち，大宮市が浦和市の弱い機能を補っており，

両市を合わせて初めて他の県庁所在都市と同等の

機能を有するといえよう．両市を合わせてもまだ

他の県庁所在都市にかなり劣る面もあるが，それ

は巨大都市に近接し，その影響を強くうけている

ためと考えられる．（表2，表3参照）
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表2　昼　夜　間　人　口

HAKODATE
ASAB：IKAWA
AOMORI
IWAK：I

UTUNOM工YA
KAWAGUT工
URAWA
OMIYA
工TIKAWA
MATUDO
HAT工OJI

MATIDA
YOKOSUKA
FUJ工SAWA
TOYAMA
：K：ANAZAWA

NAGANO
GIFU
TOYOHASI
TOYONAKA
SUITA
TAKATUKI
HIRAKATA
N工S工NOMIYA

NARA
WAKAYAMA
KURASI王（I

FUKIUYAMA
TAK：AMATU
MATUYAMA
KOT工

OITA

NAHA
TIBA
YOKIOH：AMA

夜間人口 昼間人口 昼夜間
人口比

夜　　間
就業者数

回．　間
就業者数

昼夜間
就業者比

3
4
3
3
4
4
9
0
9
9
3
6
6
2
9
5
9
9
6
6
9
4
2
5
4
5
3
4
8
3
5
1
7
3
0

07

T8

T3

O7

S4

W7

W7

X9

S8

P9

O1

X5

X2

T1

O4

M
3
5
3
2
2
5
2
5
0
5
P
1
2
8
8
4
5
4
9
7
7
9
0
4
6
5
9
1
6
3
8
7
4
9
9
8
8

鋤
訟
肌
畝
π
凪
砿
四
四
⑳
鉱
鉱
⑳
四
α
あ
皿
四
四
砿
㎎
野
辺
砥
㎎
肌
⑳
野
外
四
四
⑳
硯
皆
野
鳳

3
3
2
3
3
3
3
3
3
4
3
2
4
2
3
4
3
4
3
4
3
3
3
4
2
4
4
3
3
4
3
3
2
7
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

脇
㎝
磁
魏
棚
輪
鄭
二
階
㎜
凹
凹
説
蝦
門
門
凹
凹
門
門
関
門
門
脇
㎜
鵬
門
門
門
門
胎
齢
櫨
粥
謝

駄
亀
虫
山
◎
亀
③
宅
島
3
臥
軌
乳
＆
軌
9
缶
L
L
名
下
臥
軌
a
a
a
⑤
、
亀
a
亀
島
鉱
緊
緊
②

32

R5

Q9

R4

S0

R3

R2

R2

R0

R2

R8

Q6

R7

Q8

R4

S4

R4

S3

R1

R4

R0

Q7

Q8

R6

Q6

S1

S1

R6

R5

S2

R2

R7

R2

V0

T1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z

9
5
5
8
7
7
5
5
2
9
7
3
7
3
6
8
4
1
4
2
4
1
9
5
3
0
2
0
6
6
3
2
1
7
6

畿
午
前
豊
器
鴛
鎗
畿
釜
重
罪
獣
骨
盤
器
語
頭
器

蹴
説
傲
謝
膿
螂
餅
螂
鰯
二
丁
二
丁
丁
丁
門
脇
醜
蜘
二
野
二
丁
珊
鯉
獅
謡
二
二
鰯
門
門
門
別

亀
a
島
二
二
二
二
⑤
＆
賎
◎
二
二
軌
＆
q
島
二
二
＆
島
L
⑤
＆
缶
α
α
窃
島
二
二
二
丁
L
亀

お
1
6
娼
1
5
1
7
1
8
1
5
1
5
1
6
1
7
1
6
1
1
B
1
3
1
4
2
0
1
6
2
0
1
5
1
7
1
4
1
4
1
4
1
7
1
2
1
8
1
9
1
6
1
5
1
7
1
4
1
5
1
1
3
2
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

7
8
5
0
7
3
3
6
1
6
7
8
1
4
8
8
2
0
7
3
6
3
5
4
2
9
4
2
2
3
8
2
0
6
5

96

S5

V4

O0

P3

W6

O6

Q8

U0

W2

X7

R1

T9

X6

P0

O8

V2

Q9

W0

X7

P4

Q8

O7

Q7

R2

Q5

V9

T1

W5

R8

W5

Q2

R9

S3

S8

絢
硲
訊
硯
q
畝
・
三
三
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
三
⑳
玖
鉱
二
二
三
二
％
α
二
二
訟
三
二

1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
2
1
2
1
1
1
　
　
1
　
1
2
1
ー
ユ
ー
1
1
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

1
9
3
4
8
3
0
5
2
6
9
1
4
4
3
0
5
0
8
1
9
7
4
9
7
0
1
2
5
4
5
3
3
4
0

畿
器
m
鷺
押
部
鎗
鞍
壷
㎜
驚
π
匿
砿
盆
器
誘
m
盤
．
諾

〔昭和55年　国勢調査〕

一35一



お茶の水地理　第25号　1984年

表3　従業地による産業大分類別就業者割合（％）
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〔昭和56年事業所統計〕

一36一



大都市周辺都市群の研究

　通勤率（％）
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図3　県庁所在都市の通勤圏（昭和55年国勢調査）
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図尋　浦和市の商圏（婦人服）1）
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図5　大宮市の商圏（婦人服）2｝



お茶の水地理第25号　1984年

　　　　図6　千葉市の商圏（婦人服）3）

　通勤圏，商圏の広がりから，経済機能の強さ・

県下に及ぼす影響力をとらえると，浦和市の北に

位置する大宮市は，浦和市よりもはるかに広い圏

域をもち，浦和市は北は大宮市，南は東京と競合

するかたちになり，著しく狭い四域しかもちえな：

い．しかし大宮市の圏域も他の県庁所在都市と比

較すると，決して広いとはいえない．（図3，図

4，図5，図6参照）

　浦和市の規模，機能両面の卓越性の弱さは，巨

大都市東京に近接しすぎているためその影響を強

くうけ，県行政以外の機能の向上が妨げられたこ、

と，県庁所在都市とはいっても，昔からの中心都

市ではなかったので，中心地としての基盤を持た

なかったこと，県全体の中心地としては位置が南

東にかたよりすぎているうえ，県内交通網の結節

点上にないため，県の中心地として発展しにくい，

いいかえれば，県内各市町村は県を南北に縦断す

る鉄道によって東京と直結しており，浦和市との

結びρきょり東京との結びつきの方が強いこと．

すぐ北に隣接する大宮市が，交通の要衝という地

の利をいかして経済機能を高めたため，東京と大

宮に南北を抑えられて圏域の拡大が困難である，

といった事柄に由来すると考えられる．

（4）まとめ

　埼玉県の都市群は，①全国で最も多くの市を有

する，②いずれも中小規模の都市である，③県庁

所在都市である浦和市の卓越性が弱く，大宮市が

浦和市の経済機能を補完している，という特色を

もち，その特色は，歴史的にみて県全体の中心と

なるような大都市が存在しなかったということに

も由来するが，巨大都市東京の北に隣接しその影

響を強くうけ，交通体系も東京を中心に形成され

ているという，周辺都市としての性格に由来する

ところが大である．

注

ユ）埼玉県商工部（1983）：『高まる都市間流動と消

　費者行動の多様化一昭和58年度埼玉県広域消費動

　向調査結果報告書一』をもとに作成

2）同　上

3）千葉県商工労働部（1983）：『千葉県商圏調査報

　告書』をもとに作成

本稿は昭和58年度修士論文の要約である。
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